
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6年５月 15日  No.2 

HP QR 

京都府立井手やまぶき支援学校 

新しい学年・学級での学習がスタートしました。今号では、学習や生活の基盤となる、特別の教科道徳や、国

語、算数の学習について紹介します。 

高学年では、週１回の道徳の授業で、自分自身に関することや、人との関わり、集団や社会との関わり、生命

や自然等に関することを学んでいます。４～５月は、「よりよい学校生活」や「友情・信頼」をテーマに、学級やグ

ループの友達と一緒に学びました。低学年・中学年では、「約束やきまりを守ろう」「挨拶しよう」等、道徳に関す

る毎月のテーマを決め、月初めの学年集会で、テーマに関わる絵本やスライドの読み聞かせを行うなど、教育

活動全体をとおして道徳教育を行っています。 

様々な学習や生活の基盤となる、国語・算数の学習では、実態や習熟度に応じた学習グループを工夫しなが

ら、読む・書く・話す・聞く等の言葉の学習や、数や形の学習等を進めています。 

 

道徳 

自分の目標を決め、それ

に沿って頑張ったことを書

いて校内に掲示しました。 

「気持ちよいあいさつをしよう」をテーマに、笑

顔で元気にあいさつすることを学びました。 

「よりよい学校生活」をテーマに、学

校の良さや、好きな学習等について、

友達と一緒に考えました。 

国語 

算数 

一斉学習で、数や形についてみんな

で学んだり、個に応じた課題に取り組

んだりしています。 

読み聞かせや言葉遊びをとおして様々な

言葉に親しんだり、プリントやタブレット端

末で書字学習に取り組んだりしています。 


